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 ◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

６
月

２
６

日
( 金

) ～
２

８
日
( 日

) 

◇
参

加
者
；
沖

﨑
吉

信
、
生

熊
敏

男
、
生

熊
千

満
子

、
児

嶋
道

夫
、
中

前
 
偉

濱
野

兼
吉

、
大

江
加

予
子

、
大

江
徳

子
、
畑

林
清

子
、
川

島
 

功
、

前
田

 
正

、
樋

口
義

也
、
高

階
鈴

子
、
高

階
美

根
子

、
奥

村
順

夫
、

竹
中

卓
治

、
田

中
稔

昭
、

三
井

幹
雄

、
河

野
芳

宏
、

石
橋

哲
郎

、

石
橋

隆
子

、
佐

藤
宏

子
、

椎
木

 
尭

。
 

 
 

 
 

加
藤

英
彦
( 羊

蹄
山

特
別

世
話

人
)  

 
 

 
計計 計計
２
３

２
３

２
３

２
３
( 他他 他他

１１ １１
名名 名名
) 。

 

 
 

昨
秋

、
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぶ
と

し
て

、
来

年
の

乙
未

歳
に

「
羊

蹄
山

」
登

頂
を

企
画

す
る

か
と

提
案

し
た

と
こ

ろ
、

干
支

歳
だ

！
北

海
道

に
は

未
だ

行

っ
て

な
い

の
で

行
く

！
等

の
参

加
希

望
者

が
１

０
名

強
あ

り
、

十
二

支
会

が

特
別

例
会

開
催

な
ら

協
賛

す
る

事
に

し
て

い
た

。
 

第
５

６
回

乙
未

歳
・

十
二

支
会

例
会

が
「

櫃
ヶ

嶽
」

で
実

施
さ

れ
、

前
夜

祭
で

加
藤

英
彦

氏
( 日

本
山

岳
会

・
東

九
州

支
部

長
) か

ら
特

別
例

会
「

羊
蹄

山
」
が

提
起

さ
れ

、
３

０
名

強
の

参
加

希
望

者
の

挙
手

が
あ

り
、
加

藤
英

彦
・

特
別

世
話

人
と

し
て

特
別

例
会

開
催

が
決

定
し

た
。
 

当
会

ぐ
る

ー
ぷ

も
協

賛
し

、
前

山
( ニ

セ
コ

ア
ン

ヌ
プ

リ
) 、

後
山
( 大

雪
山
・

旭
岳
) に

登
頂

す
る

企
画

を
立

案
し

、
費

用
１

０
万

に
抑

え
る

た
め

、
セ

ン
ト

レ
ア

空
港

か
ら

格
安

航
空

会
社

、
３

ヶ
月

前
の

格
安

チ
ケ

ッ
ト

に
す

る
た

め

参
加

締
切

を
３

月
上

旬
と

し
た

。
 

北
海

道
に

不
案

内
の

た
め

、
児

嶋
宅

横
の

新
日

本
旅

行
に

計
画

書
・

宿
泊

先
を

相
談

し
た

結
果

、
関

空
か

ら
北

海
道

に
行

く
方

が
、

セ
ン

ト
レ

ア
空

港

へ
は

フ
ェ

リ
ー

を
使

う
と

天
候

に
左

右
さ

れ
、

安
い

か
変

ら
な

い
と

の
ア

ド

バ
イ

ス
が

あ
る

が
、

格
安

航
空

は
扱
わ
ず
Ａ
Ｎ
Ａ

・
Ｊ
Ａ
Ｌ

と
の

こ
と

。
 

し
か

し
、

航
空
券

と
宿

泊
先

の
キ
ャ

ン
セ
ル

等
の
煩
わ

し
さ

を
も

あ
り

、

関
空
発

に
変
更

し
、

新
日

本
旅

行
に
委
託

す
る

事
に

し
た

。
 

３
月

上
旬

に
１
９

名
の

参
加

者
が

あ
り

、
締

切
後

も
参

加
希

望
者

が
あ

り
、

実
施
迄

３
ヶ

月
あ

り
、

予
期
せ
ぬ

事
か

ら
キ
ャ

ン
セ
ル

が
あ

る
と
想

定
さ

れ

２
２

名
で

締
切

、
以

後
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち

と
し

た
。
 

４
月

上
旬

、
加

藤
特

別
世

話
人

か
ら

、
前

回
の

特
別

例
会

前
夜

祭
会
場

の

「
白
雲
荘

」
に
連
絡

す
る

と
、

ス
キ

ー
シ

ー
ズ

ン
だ
け

の
営
業

で
５

月
上

旬

以
後
休
館

と
の

予
期
せ
ぬ
連
絡

と
新

宮
市

の
旅

行
業

者
に

前
夜

祭
会
場
ホ
テ

ル
を
斡
旋
願

い
た

い
と
連
絡

が
あ

る
。
 

早
速

、
探

し
て

頂
い

た
が

、
夏
期
シ

ー
ズ

ン
と
土
曜

日
で

あ
り

、
３
箇
所

在
っ

た
が
価

格
面

な
ど

か
ら

、
バ

イ
キ

ン
グ
夕
食

で
一
般

者
と
同
席

に
な

る

が
、

十
二

支
会

は
集
合

で
き

る
と

の
事

で
あ

り
、
ホ
テ
ル

ニ
セ

コ
ア
ル
ペ

ン

に
決

定
し

た
。
 

以
後

、
当

方
が
ホ
テ
ル

ニ
セ

コ
ア
ル
ペ

ン
営
業

と
の
窓

口
に

な
り

、
十

二

支
会

の
紹
介
資
料

と
第

５
６

回
迄

の
登

頂
記
録
表

を
送
付

し
た

。
 

そ
の

成
果
？
和
室

へ
の

変
更

と
格

安
飲
み
放
題

プ
ラ

ン
が

先
方

か
ら

提

案
が

あ
り

、
前

夜
祭

会
場

の
体
裁

が
整

っ
た
経
緯

が
あ

り
ま

し
た

。
又

、
村

吉
氏

の
好
意

で
布
製

の
横
断
幕

を
作
製

し
て

頂
い

た
。
 

十
二

支
会

・
特

別
例

会
「

羊
蹄

山
」

参
加

者
は

、
３

５
名

あ
り

、
そ

の
内

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

関
係

者
は

、
２

３
名

の
参

加
に

な
っ

た
。
 

今
回

、
九

州
地
区

か
ら

の
参

加
者

は
、

加
藤

氏
１

人
の

た
め

、
新

宮
山

彦

ぐ
る

ー
ぷ

と
同
一

行
動

さ
せ

て
頂
き

た
い

と
申
入

れ
が

あ
り
了
承

し
た

。
 

 

６６ ６６
月月 月月
２
６

２
６

２
６

２
６
日日 日日
( 金金 金金

)     
雨雨 雨雨
 
 

 
 

 
 

 
 
 

尾
鷲

・
海

山
組

と
新

宮
組

１
５

名
は

、
沖

﨑
宅

に
７
時
半

に
合
流

し
て

、

奥
村
・
大

江
・
沖

﨑
車

の
３
台

に
分
乗

、
中

前
氏

は
途

中
熊

野
川
町

で
乗
車

。
 

初
め

て
の

「
羊

蹄
山

」
で
気

の
知

れ
た
仲
間

と
の

山
行

は
楽

し
み

だ
。
 

道
の
駅

「
龍
遊

」
で

ト
イ

レ
休
憩

後
、
有

田
IC

を
経

て
紀

の
川
Ｓ
Ａ

で

石
橋

夫
妻
車

と
合
流

。
大

江
徳

子
ち
ゃ
ん

が
、

関
空
タ

ー
ミ
ナ
ル

で
の
車
両

駐
車
業

者
に
連
絡

し
、
走

行
と
預
け

方
を
再
確
認

し
て

く
れ

る
。
 

空
港

で
は

、
三

井
・

河
野

・
佐

藤
さ
ん

も
合
流

し
て
賑
や

か
に

な
る

。
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梶
野

氏
( 白
谷

林
道

の
鍵
渡

す
) の
見
送

り
で

、
Ａ
Ｎ
Ａ

１
７

１
３
便

で
、

２
時
間
足

ら
ず

で
新

千
歳

空
港

に
着

く
。
雲

に
覆
わ

れ
窓

か
ら

は
景
色

が
望

め
ず

、
乱
気
流

に
よ

り
多
少
揺

れ
た

。
昔

な
ら
約

２
日

か
け

て
行

っ
た

の
は

ウ
ソ

の
様

で
あ

る
。
 

空
港

で
は

、
先
着

の
椎

木
・

田
中

・
加

藤
氏

に
出
迎

え
ら

れ
る

。
 

こ
こ

で
も

徳
子
ち
ゃ
ん

が
、

レ
ン
タ
カ

ー
会

社
窓

口
に

先
行

し
誘
導

し
て

く
れ

る
。
運
転

手
が

手
続
き

の
た

め
先
発

、
残

り
は

バ
ス

で
ト
ヨ
タ

レ
ン
タ

ー
会

社
に

行
く

、
そ

の
敷
地
規
模

の
大
き

さ
に
驚

い
た

。
８

人
乗

り
２
台

と

１
０

人
乗

り
の

３
台

に
分
乗

す
る

が
、
心
配

し
た
荷

が
積

め
た

、
空

港
到
着

か
ら

レ
ン
タ
カ

ー
で
出
発

す
る
ま

で
約

１
時
間

強
を
要

し
た

。
 

カ
ー
ナ
ビ

は
、

支
笏
湖
湖
畔
経
由

の
一
般

道
国

道
３

６
・

２
３

７
・
４

５

３
号
線

を
辿

り
洞
爺
湖
温
泉

へ
。
 

小
雨

で
残
念

な
が

ら
遠

く
ま

で
景
色

が
望

め
な

い
。

昭
和

新
山

が
見

え
て

か
ら
洞
爺
湖
湖
畔

を
通

り
、
洞
爺
湖

万
世
閣

・
ホ
テ
ル

レ
イ
ク
サ

イ
ド
テ
ラ

ス
へ

。
 

ツ
ア

ー
最
初

の
夕
食

で
あ

り
、

登
頂

成
功

を
祝

し
て
乾
杯

、
初

め
て
同
席

の
方

も
多

く
自
己
紹
介

を
し

て
仲
間
意
識

を
高

め
る

。
 

 
 

 

関
空

に
て

 
 

 
 

 
 

自
己

紹
介

中
の

懇
親

会
 

 
 

懇
親

会
終

了
 

洞
爺
湖
周
辺

に
は

大
き

な
ホ
テ
ル

が
多

く
、
夏
恒

例
の
毎

夜
打
ち

上
げ

ら

れ
花
火

で
懇
親

会
を
終

え
る

。
花
火

で
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト

が
開

催
さ

れ
た

大

き
な
ホ
テ
ル

が
山

の
上

に
見

え
た

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    
 

新
宮
( 沖
崎

宅
)7
:3
0
→
1
1
:1
0
関
西

空
港

1
2
:3
0
→
1
4
:2
0
新

千
歳

空
港
→

ト

ヨ
タ

レ
ン
タ
カ

ー
1
5
;3
0
→
国

道
３

６
号
・
２

７
６
号
・
４

５
３
号
線
・
美
笛

峠
経
由
→
1
7
:3
0
ホ
テ
ル
→
1
8
:4
5
夕
食

2
0
:4
0
。
( 千

歳
～

１
０
４
㎞
) 

  
 
６６ ６６
月月 月月
２
７

２
７

２
７

２
７
日日 日日
( 土土 土土

)  
曇
時
々
小
雨

 
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ

ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ

ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ

ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
登
頂

登
頂

登
頂

登
頂
 

北
海

道
の

日
の
出

は
早

い
、
窓

の
カ

ー
テ

ン
を
閉

め
忘

れ
て

３
時
半
頃
よ

り
明

る
く

な
る

事
か

ら
、
洞
爺
湖
周
辺

を
散
策

す
る

。
 

今
日

の
予

定
は

、
ニ

セ
コ

ア
ン

ヌ
プ

リ
登

頂
で

あ
る

。
天
気

予
報

で
は
昼

頃
よ

り
雨

と
の

こ
と

か
ら

、
ゴ

ン
ド
ラ

・
リ

フ
ト

を
使

っ
て

登
る

こ
と

も
考

慮
す

る
旨

を
伝

え
ら

れ
、
洞
爺
湖
温
泉

か
ら

ニ
セ

コ
五
色
温
泉

へ
向

う
。
 

昨
日

来
た

道
を
辿

り
間
違

い
に
気
付

く
が

、
追

い
越

し
た
車

は
携
帯

で
停

車
さ
せ

、
３
台

の
カ

ー
ナ
ビ

を
同
一
経
由
・
目
的
地

に
徳

子
ち
ゃ
ん

が
設

定
。
 

洞
爺
湖

を
一
周

す
る
よ

う
に
国

道
２

３
０
号
線

を
辿

る
。
途

中
、

羊
蹄

山

の
裾

野
が
見

え
、

天
気

が
良
け

れ
ば
素
晴

ら
し

い
眺

望
な

の
に
残
念

だ
。
 

多
く

の
人

は
ホ
テ
ル

前
の

コ
ン
ビ

ニ
で
昼
食

を
購
入

し
た

が
、
購
入

し
て

い
な

い
方

も
あ

り
コ

ン
ビ

ニ
へ

立
寄

る
予

定
で

あ
っ

た
が

、
１
軒

を
見
逃

し

た
ら

登
山

口
の
五
色
温
泉

に
着

い
た

が
コ

ン
ビ

ニ
が
無

い
、
昼
食

は
分
け
合

う
こ

と
に

し
た

。
 

 
 

 

 
野

営
駐

車
場

に
て

 
 

 
尾

根
の

ケ
ル

ン
 

 
 

約
１

時
間

歩
行

後
の

休
憩
 

途
中

、
ゴ

ン
ド
ラ
乗

り
場

口
を
通

っ
た

が
、
曇

天
だ

が
雨

が
降

っ
て

い
な

く
、
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五
色
温
泉

登
山

口
( 標

高
7
5
0
m
) の

ニ
セ

コ
野
外
駐
車
場

へ
。
登

山
口

で
根
曲

竹
の

竹
の

子
を
採
取

し
て

い
た

の
で

、
話

を
し

て
見

る
と

竹
の

子
を
塩
漬
け

に
し

て
保
存
食

に
す

る
そ

う
で
紀
南
地

方
に

は
こ
ん

な
竹

は
な

い
。

竹
の

子

を
見
せ

て
も

ら
う

と
ア

ス
パ
ラ
ガ

ス
の

大
き
目

で
あ

っ
た

。
 

登
山

道
は

、
幅

が
広

い
が

石
が
多

く
歩
き
づ

ら
い

道
だ

。
約

２
０
分

で
見

返
り
坂
分
岐
( 標

高
8
5
5
m
) へ

。
尾

根
沿

い
に
辿

る
と

ケ
ル

ン
の
積
ま

れ
た
尾

根
に
出

る
と
ハ
ク
サ

ン
チ

ド
リ
や

当
地

に
な

い
黄
ウ
ツ
ギ

が
目

を
引

く
。
 

約
１
時
間
弱
歩
き

、
遅

れ
て

い
る

人
を
待
つ

、
奥

村
氏

も
追
着

い
て

来
る

。

展
望
台
(1
0
6
5
m
) 附
近

に
出

る
が

、
展

望
は

望
め

な
い

。
次

第
に
緩
や

か
な

尾
根

道
と

な
り

、
全
員

ニ
セ

コ
ア

ン
ヌ

プ
リ
( 一

等
三
角
点
；
1
3
0
8
.5
m
) に

登

頂
す

る
。
今
西
式

バ
ン
ザ

イ
後

、「
熊

野
修
験

の
碑
伝

」
が
置

か
れ

中
前
導
師

で
勤

行
す

る
。
避
難
小
屋

が
あ

る
が

三
角
点

の
周

り
で

、
弁

当
な
ど

を
分
け

合
っ

て
昼
食

。
 

雲
・
霧

が
一
瞬
無

く
な

り
、
ゴ

ン
ド
ラ

・
リ

フ
ト
や
麓

が
見

え
た

。
 

下
山

す
る
頃

か
ら
視
界

が
良

く
な

り
、
一
時
五
色
温
泉

宿
や
遠

く
は

日
本

海
も

望
め

た
が

、
登

山
口

に
着

く
頃

に
は
小
雨

が
パ
ラ
つ

く
。
 

 
 

 

頂
上

手
前

の
登

山
道

 
 

山
頂

に
万

歳
！

 
 

 
 

 
山

頂
登

頂
記

念
撮

影
 

コ
ン
ビ

ニ
に

立
寄

り
、

十
二

支
会

前
夜

祭
会
場

の
ホ
テ
ル

ニ
セ

コ
ア
ル
ペ

ン
に
到
着

す
る
頃

に
は

本
降

り
の
雨
模
様

。
 

前
夜

祭
は

、
飲
み
放
題

だ
が

開
宴

を
待
ち
き

れ
ず
飲
み
出

す
始
末

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    
 

ホ
テ
ル

8
:0
0
→
9
:3
0
五
色
温
泉

登
山

口
9
:4
5
→
1
0
:0
5
見
返

り
阪
分
岐
→

1
0
:1
5
山

頂
迄

1
5
0
0
m
地
点
→
1
0
:3
0
休
憩
:1
0
:4
0
→
1
1
:1
5
ニ

セ
コ

ア
ン

ヌ

プ
リ
(1
3
0
8
.5
m
)1
1
:5
0
→
1
3
:0
5
登

山
口

1
3
:2
0
→
1
4
: ホ
テ
ル

ニ
セ

コ
ア
ル

ペ
ン
→
1
8
:0
0
前

夜
祭

2
0
:0
0
 
( 千

歳
～

１
９

８
㎞
)  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
十
二
支
会

十
二
支
会

十
二
支
会

十
二
支
会
・・ ・・
特
別
例
会

特
別
例
会

特
別
例
会

特
別
例
会
「「 「「
羊
蹄
山

羊
蹄
山

羊
蹄
山

羊
蹄
山
」」 」」
前
夜
祭

前
夜
祭

前
夜
祭

前
夜
祭
 

ホ
テ
ル

フ
ロ

ン
ト

に
行

く
と

、
依
頼

し
た

十
二

支
会
受
付

用
テ

ー
ブ
ル

と

椅
子

が
準
備

さ
れ

、
ル

ー
ム
キ

ー
が
置

か
れ

て
い

る
。
折
衝
窓

口
担

当
の
浅

野
 
誠
係

長
と

名
刺
交
換

し
準
備

を
始

め
る

。
 

名
札

、
部
屋
割

り
表

、
受
付
確
認
表
( 参

加
費
納
入

、
レ

ン
タ
カ

ー
有
無

、

羊
蹄

山
登

頂
と
下

山
後

の
交
通

手
段
) 、

羊
蹄

山
資
料

を
テ

ー
ブ
ル

上
に
揃

え

置
き

、
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
関
係

者
２

３
名

に
資
料

・
名
札

と
ル

ー
ム
キ

ー

を
手
渡

す
と

、
残

り
１

１
名

の
参

加
受
付

に
な

る
。
 

前
夜

祭
会
場

へ
の

横
断
幕
掲
示

は
、
浅

野
係

長
の
了
解

を
得

て
、

沖
﨑

氏

に
依
頼

す
る

。
受
付

は
、
加

藤
特

別
世

話
人
・
川

島
が
担

当
す

る
が

、
風
呂

の
間

に
大

江
親

子
、

畑
林

さ
ん

が
着
席

。
 

 
 

 

 
 

加
藤

司
会

者
 

 
 

 
 
 
堀

会
長

挨
拶

 
 

 
  
  
 
 

乾
杯

の
音

頭
 
 
堀

会
長
含

め
た
岐
阜

６
名

は
、
レ

ン
タ
カ

ー
走

行
中

だ
が

１
７
時
過
ぎ

に
な

る

連
絡

が
あ

る
。

九
州

の
日
向

・
山
崎

さ
ん

の
状
況

は
、

加
藤

さ
ん
連
絡

す
る

と
Ｊ
Ｒ

を
利

用
し

て
向

っ
て

い
る

と
の

事
だ

っ
た

が
、
結
局
タ
ク
シ

ー
で

１

７
時
半
過
ぎ

に
駆
け
つ
け

て
、
全
員

３
５

名
( 十

二
会

会
員

１
５

名
、
ビ
ジ
タ



 4 

ー
２

０
名
) が
揃

う
。
 

定
刻

１
８
時

に
加

藤
特

別
世

話
人

の
司

会
で

、
堀

会
長

の
挨
拶

、
第

５
６

回
「

櫃
ヶ

嶽
」

で
ご
苦
労

頂
い

た
大
倉

幹
事

さ
ん

に
よ

る
乾
杯

で
飲
み
放
題

の
前

夜
祭

が
開
宴

。
 

明
日

の
羊

蹄
山

登
頂
連
絡

事
項

な
ど

に
つ

い
て

川
島

が
説
明

後
、
テ

ー
ブ

ル
毎

に
自
己
紹
介

が
行
わ

れ
た

。
 
 

 
 

 

 
 

あ
ち

こ
ち

で
懇

談
す

る
前

夜
祭

 
 

 
 

 
 

 
 

我
々

は
奥

座
敷

住
い
 

各
地
代
表

の
余
興

と
な

り
、
沖

﨑
氏

は
、
我
々

の
住
ん

で
い

る
地

は
、
神
々

の
住
ま

い
す

る
地

で
あ

り
、
京
都

か
ら
見

れ
ば

奥
座
敷

に
居

る
こ

と
に

な
る

と
・

・
・

・
そ

の
後

相
撲
甚
句

、
コ
キ

リ
コ
節

、
石

橋
さ
ん

の
新

宮
節

な
ど

で
場

を
盛

り
上
げ

た
。
  

 
 

坊
が

つ
る

賛
歌

合
唱

 
 

万
歳

三
唱

は
一

番
若

い
人

 
 

万
歳

三
唱

！
 

宴
た
け

な
わ

で
あ

っ
た

が
、
早
朝
出
発

の
た

め
、
最

後
に

九
州
地
区

の
「
坊

が
つ

る
賛
歌

」
で
余
興

が
終
わ

り
、
一
番
若

い
大

江
徳

子
さ
ん

の
万

歳
三
唱

で
前

夜
祭

が
２

０
時

に
滞

り
な

く
終
了

し
た

。
 

 
 
( 記

 
前

田
・

川
島
）
 

 

６６ ６６
月月 月月
２
８

２
８

２
８

２
８
日日 日日
（（ （（
日日 日日
）） ））
小
雨

小
雨

小
雨

小
雨
    
後

方
羊

蹄
山

（
シ
リ
ベ
シ
ヤ
マ
１
８
９
８
ｍ
）
 

早
朝

に
ホ
テ
ル

の
窓

か
ら
一
瞬

頂
き

を
見
せ

た
後

方
羊

蹄
山

は
、
そ

の
後

あ
の
秀
麗

な
山
塊

を
見
せ

る
こ

と
は

な
か

っ
た

。
 

ホ
テ
ル

の
ロ
ビ

ー
で
朝
食

と
昼
食

の
弁

当
を
受
け
取

り
、

と
り

あ
え
ず
朝

食
弁

当
を

か
き
込
み

、
比
羅

夫
登

山
口
( 標

高
約

３
８

０
ｍ
) を

６
時

３
０
分

に
出
発

。
降

り
出

し
た
雨

は
止
む

こ
と

な
く

、
天
気

予
報

は
午

後
か

ら
曇

り

の
予
報

を
覆

し
、
小
雨

な
が

ら
ほ
ぼ
終

日
降

り
続

い
た

。
 

登
山

口
の
駐
車
場

は
雨

に
も

関
わ

ら
ず
既

に
か

な
り

の
混
雑

で
あ

る
。

生

熊
敏

男
氏

は
旧
知

の
友

と
会

う
、

奥
村
君

は
登

頂
し

な
い

こ
と

に
な

り
、

新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
か

ら
は

、
２

２
名

が
登

頂
に
挑
戦

す
る

事
に

な
っ

た
。
 

 
 

 

比
羅

夫
登

山
口

駐
車

場
 

 
 

羊
蹄

山
案

内
板

 
 

 
 

 
７

合
目
 

今
回

は
十

二
支

会
と

の
合
同

山
行

、
先
頭

は
十

二
支

会
の

未
歳

の
大
倉

氏

が
会
旗

を
掲
げ
出
発

。
登

山
届

に
空
欄

は
な

く
届
け

に
は
記
入

で
き
ず

、
隊

列
後

方
に

加
わ

る
。
 

最
初

は
緩
や

か
な

登
り

が
続
き

、
エ
ゾ
マ
ツ

、
カ
ラ
マ
ツ
や
低

山
性
広
葉

樹
林
帯

に
生

え
る
エ
ゾ

イ
タ
ヤ
や
ミ
ズ
ナ
ラ

等
の

中
を
歩

く
、
歩
き
始

め
る

と
す

ぐ
赤
外
線

セ
ン
サ

ー
が
設
置

さ
れ

、
登

山
者
数

を
カ
ウ

ン
ト

し
て

い
る

。
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ペ
ー

ス
が
ゆ

っ
く

り
で

あ
り

、
雨

で
気
温

が
低

い
の

で
楽

に
登

れ
る

。
 

最
初

は
１
合
目
ご

と
に
休
憩

が
入

り
、
一
合

を
概
ね
半
時
間

。
時
間

が
か

か
る

が
体
力

を
考

え
れ
ば

順
当

な
と

こ
ろ

で
あ

る
。

登
り

は
じ

め
て
約

１
時

間
２
合
目

の
手

前
左

手
に
風
穴

が
見

え
る

。
 

２
合
目

で
休
憩

、
こ

こ
か

ら
急

登
が
続
き
ダ

ケ
カ

ン
バ

、
エ
ゾ
マ
ツ

、
ノ

リ
ウ
ツ
ギ

な
ど

の
樹

林
帯

が
現

れ
る

。
古

木
が
落
雷
や
風

雪
に
耐

え
、
曲

が

り
く
ね

り
な

が
ら

も
た

く
ま

し
い
姿

を
見
せ

る
。

特
に
地

上
を
這

う
よ

う
に

山
の
斜
面

に
枝

を
伸
ば

し
た
ダ

ケ
カ

ン
バ

に
は
感
動

、
凄

い
生
命
力

で
あ

る
。
 

登
山
路
周
辺

に
咲

く
エ
ゾ
ゴ
ゼ

ン
タ

チ
バ
ナ

、
マ

イ
ヅ
ル
ソ
ウ

、
エ

ン
レ

イ
ソ
ウ

等
の

高
山
植
物

も
種
類

が
多

く
、
今

回
特

に
シ
ラ
ネ

ア
オ

イ
の
群
落

と
そ

の
花

の
豪
華

さ
に
魅
入

ら
れ

た
。
ま

た
、
サ

ン
カ
ヨ
ウ

の
白

い
花

が
雨

に
濡

れ
る

と
透
明

に
な

る
姿

も
見

ら
れ

、
雨

の
山

な
り

の
魅
力

が
あ

る
こ

と

が
分

か
っ

た
。
 

９
合
目

を
過
ぎ
ハ

イ
マ
ツ

の
中

か
ら
エ
ゾ
シ
マ

リ
ス

が
姿

を
現

し
、

こ
の

山
の
自
然

の
豊

か
さ

も
知

る
こ

と
が

で
き

た
。
９
合
目

が
避
難
小
屋

と
山

頂

へ
の
分
岐

で
、

左
周

り
に
ジ
グ
ザ
グ

に
急

登
す

る
と

中
央
火

口
道

で
、
此
処

か
ら
外
輪

山
の
比
較
的
緩

い
登

り
と

な
る

。
 

 
 

 

 
８

合
目

 
 

 
 

 
 

 
 

９
合

目
 

 
 

 
 

 
三

等
三

角
点
 

９
合
目

の
途

中
、

昨
日

の
ニ

セ
コ

ア
ン

ヌ
プ

リ
登

頂
時

、
新

宮
山

彦
ぐ

る

ー
ぷ

の
ブ
ル
ゾ

ン
を
着

用
し

て
い

た
沖
崎

氏
に
声

を
か
け

て
下

さ
っ

た
伊
賀

敷
Ｇ

の
浅

田
夫
妻
( 真
狩

口
４
時
半
出
発
) と
出

会
い

、
持
経

宿
改
築
寄
付

の

御
礼

と
改
築

後
の
再
訪

を
勧
奨

し
別

れ
た

。
 

森
林
限
界

を
越

え
た

の
で
風
雨

が
少

し
強

く
感
じ

る
。
 

後
方

羊
蹄

山
に

は
三
角
点

が
二
つ
在

り
に

北
山
（
1
8
4
3
.4
m
；

三
等

三
角

点
）

を
経

て
、
そ

こ
か

ら
少

し
上

る
と
一

等
三
角
点
（
1
8
9
2
..7
m
）
、
そ

こ

か
ら

５
分
弱

の
地
点

に
後

方
羊

蹄
山
（
シ

リ
ベ
シ
ヤ
マ

１
８
９

８
ｍ
）

の
山

頂
が

あ
り

、
岩
頭

の
様

な
山

頂
で
狭

い
。
 

佐
藤

、
姉

の
高

階
さ
ん

が
、

７
合
目
辺

り
で

登
頂

を
断
念

し
た

い
と
申
出

が
あ

っ
た

が
、
京
都

と
岐
阜

の
方

が
遅

れ
て
お

り
、

十
二

支
会

例
会

の
足

手

纏
に

な
っ

て
い

な
い

と
激
励

し
、

本
人

の
頑
張

り
も

あ
り

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー

ぷ
２

１
名

が
登

頂
で
き

た
。
 

 
 

 

 
羊

蹄
山

一
等

三
角

点
 

 
中

前
導

師
に

て
勤

行
 

 
 

狭
い

羊
蹄

山
山

頂
 

一
等

三
角
点

に
て
今
西
流

山
頂

に
掛
け

る
万

歳
、「

熊
野
修
験

」
の
碑
伝
（
ヒ

デ
）

を
置
き

中
前
導
師

に
よ

る
勤

行
（
そ

の
後

中
前

さ
ん

が
山

頂
に

行
っ

た

際
に

山
頂

に
移
動

さ
せ

た
と

の
こ

と
）
。
ガ

ス
が
晴

れ
ず
眺

望
も

な
し

、
ま

た
、

十
二

支
会

の
人
々

と
こ

こ
山

頂
で

別
れ

る
。
 

そ
の

後
山

頂
に
向

か
う

人
は

山
頂

へ
、
昼
食

を
と

る
人

は
昼
食

を
と

り
、

児
嶋

さ
ん

が
コ

ー
ヒ

ー
を
入

れ
振

る
舞

っ
て

く
れ

る
。

あ
り

が
た

い
温

か
い

も
の

が
何
よ

り
も
御
馳
走

で
あ

る
。
気
温

も
低

く
体
調

不
良

を
訴

え
る

人
も

出
て

、
川

島
代
表

の
指
示

で
昼
食

後
女
性
陣

を
三

井
、

河
野

さ
ん

が
引
率

し

先
行
下

山
。
 

ゴ
ア
テ

ッ
ク

ス
の
カ

ッ
パ

に
は
通
気
性

が
あ

る
と

は
い

え
、

登
り

の
際

に
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か
い

た
汗

は
体
温

を
奪

う
。
化
繊

の
下
着

も
そ
ん

な
に
早

く
乾

く
も

の
で

も

な
い

、
体
温

の
低
下

が
気

に
は

な
る

が
、
残
留
組

は
体
力
的

に
ま

だ
余
裕

が

あ
り
そ

う
だ

が
、
早
々

に
後
片
付
け

を
し

て
下

山
に
備

え
る

。
 

下
山

は
真
狩

登
山

口
と

２
班

に
別

れ
て

行
動

す
る

予
定

で
あ

っ
た

が
、

天

候
も
悪

く
同
一

行
動

す
る

事
に

な
り

。
全
員
比
羅

夫
登

山
口

へ
の
下

山
に

変

更
さ

れ
た

。
山

頂
に

行
っ

た
人

も
戻

り
全
員
揃

っ
た

と
こ

ろ
で

１
３
時

３
０

分
に
下

山
開
始

。
 

残
念

な
が

ら
今

回
は

、
当
初

予
定

し
て

い
た
今
西
錦
司

先
生

の
ケ
ル

ン
( 真

狩
下

山
口

と
山

頂
間

の
ケ
ル

ン
広
場

に
在

る
ら

し
い
) 確
認

す
る

と
い

う
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
  

 
 

 
中

央
火

口
道

分
岐

 
 

 
 

 
３

合
目

 
 

 
 

 
 

無
事

下
山

！
 

何
は

と
も

あ
れ
全
員
無

事
下

山
す

る
こ

と
が

で
き

安
堵

し
た

。
集
団

登
山

の
難

し
さ
や

リ
ー
ダ

ー
の
重

さ
も

十
分

に
認
識

で
き

た
山

行
で

、
良

い
経
験

を
さ
せ

て
も

ら
っ

た
。
 

４
合
目

で
登

頂
を
断
念

し
た

大
江

徳
子
ち
ゃ
ん

は
、
遅

れ
た
浅

野
氏

と
一

緒
に
９
合
目
迄

登
り
下

山
し

た
と
下

山
後

に
知

る
。

天
候

が
良
け

れ
ば
ご
両

人
も

登
れ

た
と
思

う
。
 

下
山

す
る

と
奥

村
氏

が
ビ

ニ
ー
ル
袋

と
、
温

か
い

コ
ー
ヒ

ー
を

用
意

し
て

待
ち
受
け

て
い

て
下

さ
り
感
謝

。
ド
ロ

ド
ロ

の
山
靴

を
洗

い
、
カ

ッ
パ

を
ビ

ニ
ー
ル

に
入

れ
、

宿
泊

先
の

定
山
渓
温
泉
郷

の
「
倶
楽

部
・
錦
渓

」
に

１
９

時
１

５
分
頃

に
到
着

。
食

事
開
始

を
２

０
時

に
し

て
貰

う
。
 

記
録

で
は

後
方

羊
蹄

山
の
最
初

の
登

山
者

は
、

三
重
県
松
阪
出
身

の
探
検

家
松
浦
武
史

郎
で

あ
る

。
１

８
５

８
（

安
政

５
）

年
旧
暦

２
月
４

日
に

登
頂

を
果

た
し

、
蝦
夷

に
関

す
る
著

書
「

後
方

羊
蹄

日
誌

」
の

中
に

、
初

登
頂
記

が
載

っ
て

い
る

。
厳
冬
期

に
装
備

も
そ

れ
ほ
ど

十
分

で
な

か
っ

た
当
時

、
登

頂
を

果
た

し
た
彼

の
体
力

と
精
神
力

は
ど

れ
ほ
ど

の
も

の
で

あ
っ

た
の

だ
ろ

う
。

大
台

ヶ
原
西

大
台

の
開
拓

に
挑
ん

だ
が

成
功

し
な

か
っ

た
。
松
阪
市

に

は
松
浦
武
史

郎
記
念
館

が
あ

り
、
ア

イ
ヌ

の
人
々

と
交
流

が
行
わ

れ
て

い
る

。
 

因
み

に
私
達

は
羊

蹄
山

と
呼
ん

で
い

る
が

、
深

田
久
弥

は
「
単

に
羊

蹄
山

と
略

し
て
呼

ぶ
こ

と
は

強
く
反
対

す
る

」
と
記

し
、「

日
本

書
紀

」
の
斉
明
朝

４
（

６
５

８
）

年
に

後
方

羊
蹄

山
と
記

さ
れ

た
歴
史
的

な
名

前
で

あ
る

と
強

調
し

て
い

る
。
ア

イ
ヌ

の
人
び

と
は
「
マ

ッ
カ

リ
ヌ

ッ
プ

リ
」「
マ

チ
ネ
シ

リ
」

と
呼
び

、
地
元

で
は

「
蝦
夷
富
士

」
と

も
呼
ん

で
そ

の
秀
麗

な
姿

を
讃

え
て

い
る

。
北

海
道

を
代
表

す
る

山
の
一
つ

で
あ

る
。
 

 
 

 
 

「
倶

楽
部

・
錦

渓
」

夕
食
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

ホ
テ
ル

6
:0
0
→
6
:2
0
比
羅

夫
登

山
口

6
:3
0
→

２
合
目

7
:3
5
→
8
:3
0
４
合

目
→

７
合
目

1
0
:2
0
→

８
合
目

1
1
:0
0
→
９
合
目

1
1
:2
5
→
1
2
:0
5
三

等
三
角

点
→
1
2
:3
0
羊

蹄
山
一

等
三
角
点
(1
8
9
2
.7
m
)1
2
:4
5
→
1
2
:5
0
羊

蹄
山

山
頂

(1
8
9
8
m
)1
3
:0
0
→
1
3
:0
5
一

等
三
角
点

1
3
:3
0
→
９
合
目

1
4
:0
5
→

３
合
目

1
6
:1
0
→
1
6
:3
0
比
羅

夫
登

山
口

1
6
:5
0
→
1
9
:1
5
倶
楽

部
・
錦
渓

」
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濱

野
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